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Ⅰ．環境経営方針 

 

 
＜基本方針＞ 

 

 株式会社ショセキは、ものづくりを主とする企業活動において環境保全に対する取り組

みを重要な責務と捉え、お客様や社員の幸福を追求するとともに、資源の有効活用と環境

負荷の低減に取り組むことにより、自社の継続的発展と循環型社会の実現を目指します。 

 

 

 

＜行動指針＞ 

 

・環境マネジメントシステムを継続的に改善し、社員の環境への意識の向上に努めます。 

・環境負荷の削減に努め、環境に配慮した企業活動を推進します。 

◆省エネルギー活動により、二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

◆3R（リデュース、リユース、リサイクル）を徹底し、資源の有効活用と廃棄物の削減 

 に努めます。 

◆継続的な改善活動により、品質と作業効率の向上に努めます。 

◆生産工程で使用する資材を適正管理し、環境影響の少ない製品を使用するとともに、 

 社員の健康維持に努めます。 

・環境関連の法令、規制、協定等を遵守します。 

・この環境経営方針は、ホームページ等で広く一般に公開します。 

 

 

 

 

      制定日  2006年 9月 1日 

      改訂日  2018年 9月 1日 

        2023年 4月 3日 

      株式会社ショセキ 

      代表取締役社長  宮村 慎一郎 
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Ⅱ.事業者活動の概要 
 

１． 事業社名及び代表者名 

■事業者名 株式会社ショセキ 

■代表者名 代表取締役社長 宮村 慎一郎 

 

２． 所在地 

■本   店 〒920-0961  金沢市香林坊 1-2-24 

■本   社 〒929-0201  白山市鹿島町 2-17-1 

■富山支店 〒930-0084  富山市大手町 5-1 

■福井支店 〒910-0006  福井市中央 1-3-1 

■東京支店 〒104-0045  東京都中央区築地 6-4-8 

■新聞印刷部 〒924-0057  白山市松本町 2506 （㈱北國新聞社 白山印刷センター別館内） 

 

３． 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

■責任者 管理課  清水 康幸 

■連絡先 TEL：076-233-1151  FAX：076-278-7772 

  e-mail simizu@syoseki.co.jp 

 

４． 事業の内容及び認証・登録範囲 

■全活動 一般商用印刷物、書籍、事務印刷物等の印刷・製本、新聞印刷 

 

５． 事業規模 

■設立年月 1947年 2月 

■資本金 5000万円 

■製品出荷額 34億 7300万円（2022年度） 

■従業員数  120人 

■延べ床面積 白山工場 9,156,930㎡ 

 

６． 認証対象事業所 

■全組織 本社・本店・富山支店・福井支店・東京支店・新聞印刷部 

なお、本店及び3支店は北國新聞社のビル内に常駐者が数名いますが、賃貸のた

め負荷集計ができないので、負荷の削減の取り組みで対応しています。 

 

７． 環境活動レポートの対象期間 

■対象期間 2022年 4月 1日～2023年 3月 31日 
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Ⅲ. 実施体制 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【責任者の役割】

責任者

・環境方針の策定と見直し

・環境管理責任者の任命

･環境経営方針に基づく目標の承認

・実施に必要な資源（ヒト・モノ・カネ）の準備

・代表者に活動全体の評価と見直しの実施

・環境マネジメントシステムの構築、運用、見直し

・環境関連法規の遵守と評価の実施

・環境方針に基づく目標の設定

・部門長への連絡事項の周知

・自部門における活動の実施と環境経営方針の周知徹底

・部員に対する教育訓練の実施

・環境経営方針と、その取り組みの対する重要性の理解と実施

・積極的な活動への参加

・内部監査の実施と結果の報告

・監査結果に基づく是正勧告

株式会社ショセキ

環境マネジメントシステム組織図

管理部

営業部 プリプレス課

デジタル企画課

セールス課

オリコミ物流課
代表者 環境管理責任者

製造部 商業印刷課

部門長

従業員

内部監査員

製本課

新聞印刷部

権限と役割

代表者

環境管理責任者
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Ⅳ.環境経営目標 
 

  

■本社 

項目 単位 
2021年度 

実績 

2022年度 

目標 

2023度 

目標 

2024年度 

目標 

CO₂排出量 ㎏‐CO₂/百万円 1,645  1,629  1,612 1,596 

廃棄物排出量 ㎏/百万円 564  558  553 547 

再資源化率 ％ 98.7 96.0  96.0  96.0 

水資源使用量 ㎥/百万円 1.80 1.80 1.80 1.80 

 

・CO₂排出量は 2021年度の実績を基準として、毎年 1％の削減を目標とする 

・廃棄物排出量は 2021年度の実績を基準として、毎年 1％の削減を目標とする 

・再資源化率は、毎年 96％以上の確保を目標とする 

・水資源使用量は 2021の実績を考慮し、毎年 1.8/百万円の確保を目標とする 

 

■新聞印刷部 

項目 単位 
2021年度 

実績 

2022年度 

目標 

2023度 

目標 

2024年度 

目標 

CO₂排出量 ㎏‐CO₂  3,456,005 3,421,445 3,387,231  3,353,358  

廃棄物排出量 ㎏ 880,146 871,345 862,631 854,005 

再資源化率 ％ 94.0  94.0  94.0  94.0  

水資源使用量 ㎥ 5,530  5,530 5,530 5,530 

 

 2022 年度より、新聞印刷部の目標設定について、業務受託料の見直しがあった場合に大きく数値が

変動することもあり、従来の原単位での設定から絶対量への設定に切り替えました。 

 

・CO₂排出量は 2021年度の実績を基準として、毎年 1％の削減を目標とする 

・廃棄物排出量は 2021の実績を基準として、毎年 1％の削減を目標とする 

・再資源化率は、毎年 94％以上の確保を目標とする 

・水資源使用量は 2021年度の実績を考慮し、毎年 5,530 ㎥/百万円の確保を目標とする 

 

※電力排出計数：0.647㎏‐CO₂/kWh 
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Ⅴ 環境への負荷の調査結果と目標達成度の詳細 
 
 
 本社  
 
① 二酸化炭素排出量 

 

項目 単位 2020年度 2021年度 2022年度 前年差 前年比率 

電力 ㎏-CO₂ 2,126,749 2,368,367 2,496,518 128,151 105.4% 

LPG ㎏-CO₂ 734,856 847,003 808,728 -38,275 95.5% 

ガソリン ㎏-CO₂ 22,478 18,345 13,589 ‐4,756 74.1% 

合計 ㎏-CO₂ 2,884,083 3,233,715 3,318,835 85,120 102.6% 

 

 

＜ 二酸化炭素排出量推移 ＞ 

 

 

＜二酸化炭素排比率＞ 

     

2020 2021 2022 

電力 73.7% 73.2% 75.2% 

LPG 25.5% 26.2% 24.4% 

ガソリン 0.8% 0.6% 0.4% 

合計 100.0% 100.0% 100.0% 
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② 廃棄物排出量 

 

項目 単位 2020年度 2021年度 2022年度 前年差 前年比率 

再生利用可 廃棄物 ㎏ 1,063,740 1,095,170 1,144,100 48,930 104.5% 

再生利用不可 廃棄物 ㎏ 12,710 14,060 14,380 320 102.3% 

合計 ㎏ 1,076,450 1,109,230 1,158,480 49,250 104.4% 

再資源化率 ％ 98.8% 98.7％ 98.7％ 0 ―――  

 

 

③ 水資源使用量 

 

項目 単位 2020年度 2021年度 2022年度 前年差 前年比率 

上水道 ｍ３ 2,038 3,546 3,592 46 102.3% 

 

 

＜本社 目標達成度＞ 

 

項目 単位 
2022 年度 

目標 

2022 年度 

実績 
評価 

二酸化炭素排出量 ㎏-CO₂/百万円 1,629  1,453 ○ 

廃棄物排出量 ㎏/百万円 558  507 ○ 

再資源化率 ％ 96.0  98.7 ○ 

水資源使用量 ㎥-CO₂/百万円 1.80 1.57 ○ 
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■本社の取り組み結果について 

 

＜エネルギー＞ 

 2022年度の二酸化炭素の総排出量は、2021年度に対して85,120㎏-CO₂の増加となりました。 

項目別では、電力は 128,151㎏-CO₂の増加となりましたが、LPGは-38,275㎏-CO₂、ガソリンは-4,756㎏-CO₂と、

いずれも削減できました。 

 電力については、受注増に伴い工場の稼働が増加したことが使用量増の主な要因ですが、LPG については工場

の稼働は増えたものの、排ガス抑制設備の新規導入により使用量を抑えることができたことで、全体として前年より

削減できました。ガソリンについては、営業の効率化と、継続して取り組んでいるオンライン校正の推進などにより、

社有車による移動を抑えたことで、昨年比で大きく削減できました。 

 

＜廃棄物＞ 

 廃棄物の排出量は、2021 年度に比べて 49,250 ㎏の増加となりました。受注増に伴い工場の稼働が

増加したことと、作業の内製化の推進により資材の取扱いが増えたことで、全体的に排出量が増加し

ました。特に紙の排出は 38,450 ㎏と大きく増加となりました。 

 

 

＜水資源使用量＞ 

 2022 年度は 2021 年度と比べて 46 ㎥増とほぼ前年並みの数値となり、使用量を抑えることができて

います。 

 

 ※なお、集計に含まれていない本店および 3 支店の廃棄物については、入居するビルの指定する廃

棄方法に準じて処理しています。 
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 新聞印刷部  
 

① 二酸化炭素排出量 

 

項目 単位 2020年 2021 年 2022年 前年差 前年比率 

電力 ㎏-CO₂ 3,524,514 3,456,005 3,264,457 -191,548 94.5% 

 

② 廃棄物排出量 

 

項目 単位 2020年 2021 年 2022年 前年差 前年比率 

再生利用可 廃棄物 ㎏ 771,781 827,951 778,732 -49,219 94.1% 

再生利用不可 廃棄物 ㎏ 48,510 52,195 51,143 -1,052 98.0% 

合計 ㎏ 820,261 880,146 829,875 -50,271 94.3% 

再資源化率 ㎏ 94.0 94.0 93.8 -0.2 ――― 

 

③ 水資源使用量 

 

項目 単位 2020年度 2021年度 2022年度 前年差 前年比率 

下水使用量 ｍ３ 6,246 5,530 5,137 -393 92.9% 

地下水使用量 ｍ３ － － 6,553 -393 92.9% 

※地下水はこれまで集計していませんでしたが、2022年度より集計します。 

 

 

＜新聞印刷部 目標達成度＞ 

 

項目 単位 2022 年目標 2022 年度実績 評価 

二酸化炭素排出量 ㎏-CO₂ 3,421,445 3,264,457 〇 

廃棄物排出量 ㎏ 871,345 829,875 〇 

再資源化率 ％ 94.0  93.8 △ 

水資源使用量 ㎥-CO₂ 5,530 11,690 － 
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■新聞印刷部の取り組み結果について 

 

 新聞印刷部では、昨年に比べて電力使用量、廃棄物廃棄量ともに昨年に比べて削減することができ

ました。主な要因としては新聞部数減による生産量の減少もありますが、電力使用量については館内

空調の使用時間や機械設備チラー運転時間の見直しと合わせて、2022年末に行った照明のLED化に

より、2021年度に比べて大きく削減することができました。 

 廃棄物についても、刷版の無処理版への切り替えにより廃液の処分量を抑えるなど、継続して廃棄

量の削減に取り組んでおり、電力使用量・廃棄物排出量ともに目標を達成することが出来ました。 

 水資源使用量は、これまで地下水使用量を集計できていませんでしたが 2022 年度より集計をするよ

うにして、2023年度以降、新たに目標を設定いたします。 
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Ⅵ 2022 年度の具体的な取り組み(活動計画)と実施状況の確認 
 

１．二酸化炭素排出量削減に向けての対策と評価 

計画 

（生産プロセスに関して） 評 価 部 署 

セット替え時間が少なくなる生産計画に取り組む。 ◎ 製造/新聞 

セット替え時間の短縮を進める。 ◎ 製造 

損紙（不具合品）の低減に取り組む。 ◎ 製造 

作業のムダをなくすために５Ｓに取り組む。 ◎ 全社 

 

（空調に関して） 評 価 部 署 

冷房２８℃・暖房２０℃を基準として定め、空調の適温化を徹底する。 〇 全社 

工場内の適所に寒暖計を設置し、過剰な空調になっていないか監視す

る。 

〇 
製造/新聞 

定期的に空調設備の清掃を実施し、効率の良い運転を徹底する。 ◎ 全社 

 

（照明に関して） 評 価 部 署 

照明を間引きし、過剰な照明を控える。 〇 全社 

昼休みや残業時に不要なエリアの照明を消灯する。 〇 全社 

倉庫・トイレ・階段等の照明の常時消灯・適時点灯を徹底する。 ◎ 全社 

 

（生産設備に関して） 評 価 部 署 

印刷機械や周辺機器は、可能な限り未使用時の電源を OFFにする。 〇 製造部 

ＯＡ機器で、使用頻度の低いものについては、常時電源ＯＦＦとし、使用時

に起動する。 

◎ 
全社 

 

 

（自動車に関して） 評 価 部 署 

自動車を運転する際は、エコドライブ、安全運転に努める。 ◎ 営業部 

社有車の更新・新規導入の際には、低排出ガス・低燃費等の環境に配慮

した車両を購入する。 
- 管理部 
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２．廃棄物低減に向けての対策 

 

（排出量の削減に関して） 評 価 部 署 

各工程の品質チェックを徹底し、不良品の発生を低減する。 ◎ 製造 

従来以上に購買管理を徹底し、無駄買いによるロスを抑える。 ◎ 全社 

不必要な大判サイズのコピーなどを減らし、文書のスリム化を図る。 ◎ 全社 

社内ＬＡＮを利用し、回覧文書等のペーパーレス化を図る。 ◎ 全社 

印刷・製本の作業予備数量の見直し再検討を行う。 〇 製造 

印刷インキ使用量削減への取り組み 〇 製造 

 

 

（リサイクルに関して） 評 価 部 署 

コピー機、プリンターのトナーカートリッジの回収・詰め替え再利用を推進

する。 

◎ 
管理部 

産業廃棄物及び一般廃棄物の分別に際し、分別ボックスを設置し、出来る

限り資源ゴミとして回収できるようにする。 

◎ 
全社 

 

 

３．水排出量削減に向けての対策 

（使用量削減に関して） 評 価 部 署 

手洗い場やトイレなどに節水を促す掲示物を掲示する。 ◎ 管理部 

必要以上に水が出すぎないよう、水圧を調整して水の使用量を抑える。 〇 全社 
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４．化学物質管理強化等の取り組み 

 

（その他） 評 価 部 署 

社内の備品等についてはグリーン購入適合品を優先的に購入使用する。 〇 管理部 

ＰＲＴＲ法に関して、当社は指定物質の取扱量が規定値未満であるため、

指定事業所には相当しないが、指定物質および指定物質を含む資材の取

扱いについては厳重に管理する。 

◎ 

製造 

有害性のおそれのある化学物質を含め全ての溶剤を特定して管理を行

う。常に SDSを備える。 

◎ 
製造 

現在、主に使用している大豆油インキの使用をさらに推進し、１００％を目

指す。 

◎ 
製造 

印刷の新技術に関して、常に情報を収集し、知識を高め、設備更新の際

に導入を検討できる体制を整える。 

〇 
製造 

技術講習会への参加や資格の取得に積極的に挑戦し、印刷技術の向上

に努め、作業・資材の無駄を省く。 

△ 
全社 

データ通信を利用した入稿、ＰＤＦによるオンライン校正等に積極的に取り

くむ 

◎ 
全社 

 

◎徹底した対策がなされている。  ○対策がなされているが、まだ改善の余地がある。 

△多少実施されているが、成果となるにはまだまだ、課題がある。 ×まったく実施されていない。 
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Ⅶ 緊急事態への対応 
 環境上の緊急事態に備えて、発生時の被害を最小限にとどめるよう各職場で緊急事態に対する訓

練を実施しました。 

 

【訓練実績】 

■オイル漏れ 本社、新聞印刷部（2022年 9月実施） 

■廃液流出 新聞印刷部（2022年 9月実施） 

 

 

Ⅷ 2022 年度の主な新規導入設備 
 
・ﾊｲﾃﾞﾙﾍﾞﾙｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ 紙折り機 ｽﾀｰﾙﾌｫﾙﾀﾞｰ BH-66 2022年 9月導入 

・ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ   ﾃﾞｼﾞﾀﾙ印刷機 AcurrioPress C14000 2022年 9月導入 

・ｻｶﾀｲﾝｸｽ  排ｶﾞｽﾘﾀｰﾝｼｽﾃﾑ   2022年 11月導入 

 

その他、生産設備やソフトなども導入し、省エネ、業務効率化、新規商材の取り扱いに向けた取り組み

を実施しています。 

 

 

Ⅸ 2023 年度に向けた取り組み(活動計画) 
 
 2023年度は、2022年度の活動計画を継続し、適宜更新を進めながらエコアクション 21への取り組み

を強化していきます。 
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Ⅹ SDGs の取り組み 
 SDGsは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、2015年 9月の国連サ

ミットで世界 193 ヵ国が賛同、全会一致で採択された、持続可能な社会の実現のために掲げられた目

標です。 

 当社は企業活動を通じて、持続可能な社会の実現のため積極的に SDGｓに取り組みます。 

 

＜主な取り組み＞ 

 

■FSC認証 

 FSC認証は、直接的には目標 15の「陸の豊かさも守ろう（Life on Land）」において達成度を測る指標

のひとつとなっていますが、それだけでなく貧困、飢餓、健康・福祉、教育、男女平等、安全な水、クリ

ーンなエネルギー、労働環境、責任ある生産活動と消費活動、気候変動、海の豊かさ、平和と公平、

パートナーシップ（それぞれ目標 1、2、3、4、5、6、7、8、12、13、14、16、17 に対応）に関する目標につ

いても達成に貢献します。 

 

（貢献項目） 

 
 
 
 
 
 

 
■水なし印刷 

・湿し水を使用しないため、湿し水から発生する VOCを根絶 

・湿し水に含まれる IPA やエッチ液などが不要 

・印刷効率改善による用紙、インキ、電気代の削減 

・湿し水不要による温室効果ガス削減  など  

 

（貢献項目） 
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■抗菌印刷 

 「抗菌印刷」とは、印刷物に抗菌剤入り印刷用インキで表面をコーティングすることで、細菌の増殖を

抑制する抗菌印刷に取り組んでいます。細菌の増殖を抑えることができるので人体への影響を限りな

く小さくすることができます。 

 

（貢献項目） 

 

 

 

 

 

■CO2排出量削減 

・ECO リターン 

 輪転機ドライヤーの脱臭装置の廃棄ガスをドライヤー内部に戻す（リターン）ことにより、ドライヤーの

ガス燃費の向上に取り組んでいます。 

・低乾燥インキ 

従来型オフ輪インキと比較して、紙面温度を下げることが可能な低温乾燥インキを使用することにより、

輪転機ドライヤーのガス使用量を削減できます。 

 

（貢献項目） 

 

 

 

 

 

 

その他、様々な活動を通じて、SDGｓへの取り組みを推進しています。 
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Ⅺ 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反
訴訟等の有無 
 

№ 名  称 適用施設・業務等 法的要求事項の内容 評

価 

1 廃棄物の処理 

及び清掃に関する法

律 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、 

金属くず 紙くず、 

廃アルカリ 

PH12.5 未満、12.5 以上は特管物 

産業廃棄物分別保管基準の遵守 〇 

産業廃棄物の収集、処理委託基準の遵守 〇 

産業廃棄物管理票による管理 〇 

事業所内での焼却の禁止 〇 

マニフェスト交付状況報告 〇 

2 下水道法 下水 排出量の把握（50 ㎥/日） 〇 

指定水質の下水への排水 〇 

3 水質汚濁防止法 自動式フィルム現像洗浄施設 

自動式感光膜付印刷版現像洗浄施設 

貯油タンクから漏れた場合は届出する 〇 

4 PRTR 制度（化管法） 第１種指定化学物質 指定物質の特定 〇 

排出量の把握と報告義務の確認 〇 

SDS 管理 〇 

5 PCB 特別措置法 取扱無し（Ｈ３１年１月５日処分完了） 届出と変圧器の適切な保管 － 

ＰＣＢの適切な破壊処置 － 

6 家電リサイクル法 エアコン、テレビ、冷蔵庫 等 廃棄物の適切な処置及び資源の有効活用 〇 

7 自動車リサイクル法 社用車 自治体に登録された業者へ引き渡し 〇 

8 消防法 施設全般 設備の設置と点検 〇 

9 騒音規制法 印刷機 設置届け提出 〇 

10 振動規制法 印刷機 設置届け提出 〇 

11 省エネ法 施設全般 ｴﾈﾙｷﾞｰ使用 1,500kl 未満（原油換算） 〇 

12 フロン排出抑制法 冷暖房設備 7.5kW 未満      簡易点検 1 回/3 ヵ月 

7.5ｋW 以上 50ｋW 未満  簡易点検 1 回/3 ヵ月 

                 定期点検 1 回/3 年 

50ｋW 以上      簡易点検 1 回/3 ヵ月 

             定期点検 1 回/1 年 
 

〇 

○ 

〇 

○ 

〇 

 

 現状関連法規制の一覧表及びそれらの遵守状況を確認した結果、環境関連法規制の違反及び苦

情はありませんでした。 

 なお、関係当局より違反・訴訟等の指摘は、過去 3 年間一度もありませんでした。環境関連法規に

関しては定期的に遵守状況をチェックしています。 
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Ⅻ 代表者による全体取り組み状況の評価及び見直しの結果 
  

＜2022年度の結果について＞ 

 2022年度は、一般営業ではチラシなどを中心とした輪転案件の受注増により、売上を大きく伸ばす

ことができた。製造原価では、売上増に伴う材料費増に合わせて、仕入れ業者からの値上げ要請や

光熱費の高騰により大きく増加となったが、業務の効率化や経費削減、新規設備導入によるコスト

削減に努めた結果、2021 年度比で増収増益となり、エコアクションの取り組みにも一定の評価がで

きる。 

 新聞受託は部数減により売上は減少となったが、材料費の値上げにより製造原価はほぼ前年並

みとなり、厳しい年となった。 

 2023 年度は、2022 年に引き続き材料費の高騰や光熱費の高騰が見込まれており、一般営業・新

聞受託ともに非常に厳しい年となる。利益の確保を最優先課題として、営業・製造ともに新たなアイ

デア・商品を生み出し、利益がでる体制づくりを進めてほしい。 

         

       2023年 5月 26日 

       代表取締役社長 宮村 慎一郎 

 


